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鎌倉市の史跡を案内

　古河郷土史研究会の会員を鎌倉
に招き史跡を案内。これが古河総
合公園の整備や歴史博物館建設等
の史跡保存活動につながりました。

仮開園の古河総合公園を見学

　請願書が採択されたことで、自
然と文化に親しめる公園として設
立され、現在も多くの市民に利用
されています。

校歌作詞の打ち合わせ

　古河第三中学校の校歌は、直木
賞受賞作家である小説家・詩人の
伊藤桂一氏(左)が作詞。依頼する
に当たり、ご尽力いただきました。

古河文学館の設立

　県内初の文学館設立に向け、準
備にご協力いただいたほか、膨大
な所蔵品や寄附金もいただきまし
た。

著名人との橋渡し

永井路子さんの世界を散策する

　古河文学館では、鎌倉文学館との巡回企画展「生誕100
年　永井路子展」を開催します。合わせて、鼎

て い

談
だ ん

やひとり
語りなどのイベントも行いますので、ぜひご来館ください。
申込・問▶古河文学館℡21-1129

生誕100年　永井路子展

　永井路子さんの生涯を追いながら、自筆原稿など
貴重な資料を通して永井文学の魅力を紹介します。
期間▶10月25日㈯～12月23日㈫
費用▶大人200円(小中高生50円)

　歴史小説家。本名：黒
く ろ

板
い た

擴
ひ ろ

子
こ

。1925(大正14)
年東京生まれ。3歳の時に母方の郷里である古河
に移り、結婚までの20年余りを過ごす。
　昭和40年『炎環』で直木賞を受賞。昭和57年

『氷輪』で女流文学賞受賞。平成21年『岩倉具
視』で毎日芸術賞受賞。このほか、NHK大河ド
ラマ「毛利元就」の原作である『山霧』や『北条
政子』『流星』など、歴史の中の女性の役割に光
を当てた「女性史もの」も高く評価された。

　永井路子さんのご遺族と両文学館
の学芸員から見た、永井文学と永井
さんの生涯を深く語ります。
日時▶11月2日㈰14時
費用▶大人200円(小中高生50円)
定員▶50人程度(先着)
申込期限▶10月28日㈫(電話受け付
け：9時～17時)

鼎談「名誉市民歴史小説家・永井
路子先生を偲ぶ」

　語りの名手・古屋和子氏によるひ
とり語りの会を開催します。
日時▶11月29日㈯14時
費用▶2,500円(3館共通入館券含む)
定員▶60人程度(先着)
内容▶永井路子原作「黒

く ろ

雪
せ っ

賦
ぷ

」(『炎
環』より)ほか
申込期限▶11月14日㈮(電話受け付
け：9時～17時)

古屋和子ひとり語り古河文学館ギャラリートーク

　「生誕100年　永井路子展」につ
いて、学芸員が分かりやすく丁寧に
解説します。
日時▶11月22日㈯11時～12時
費用▶大人200円(小中高生は無料)
定員▶15人程度
申込期間▶10月10日㈮9時～

名
誉
市
民
・
故
永
井
路
子
さ
ん
が
、
古

河
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
３
歳
の
時
。

そ
の
後
20
年
余
り
を
過
ご
し
、
鎌
倉
市
に
移

り
住
ん
だ
後
も
「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
古
河

に
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
古
河
に
つ
い
て
「
軽
薄
な
娯
楽
施
設
な
ど

作
ら
ず
に
、
無
愛
想
な
自
然
は
そ
の
ま
ま
残

し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を
残
す
ほ

ど
、
当
時
、
時
代
を
先
取
る
形
で
残
っ
た
自

然
と
、
歴
史
が
共
存
す
る
こ
の
地
を
気
に

入
っ
て
い
た
永
井
さ
ん
。
ま
た
そ
の
思
い
か

ら
、
多
額
の
寄
附
や
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
く

だ
さ
る
な
ど
、
古
河
市
の
文
化
的
ま
ち
づ
く

り
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
永
井
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
年
に
当

た
る
節
目
の
年
。
古
河
と
の
つ
な
が
り
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市HP 申し込み

市HP 申し込み

>>>>>P i c k  u p !

古河歴史博物館の設立

　国指定重要文化財の「鷹見泉
せ ん

石
せ き

関係資料」の収蔵や古河歴史博物
館の設立は、永井さんの助言を
きっかけに大きく進みました。

　文学館企画展「近代説話展」で
は永井さんを中心に、著名人(左
から伊藤桂一氏、辻井喬

たかし

氏、寺内
大吉氏)にご参加いただきました。

永井路子さんの功績
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